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2015 年 6月 9日 

 

景気ウォッチャー調査・近畿地域結果（平成 27 年 5 月） 

～物価上昇の影響などで現状判断は 6 か月ぶりに低下～ 

 
○ 景気ウォッチャー調査・5 月調査の近畿地域の結果は、現状判断[方向性] が 6

か月ぶりに低下、先行き判断も低下となった。 

○ 足元の状況については、ゴールデンウィークの消費者の動きは概ね良く、イン

バウンド関連の好調も続いたものの、円安に伴うコストの上昇や様々な商品の

値上げなどがマイナスにはたらき、ＤＩが低下したとみられる。 

○ 一方、先行きは、賃上げや夏のボーナス増加によるプラス効果に期待する声が

多いほか、インバウンド関連の好調も続くとみられる。ただし、円安による諸

物価の上昇や、原材料コストの増加に対する不安が高まっており、ＤＩの低下

につながっている。特に関西では、家庭向け電気料金の値上げが始まることか

ら、消費全体に与える影響を不安視する声が聞かれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「値上げ」関連のコメント（先行き判断）
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家電量販店（経営

者）

・省エネ住宅のエコポイントの効果や、電気料金の値上げによる節電意識の向上で、省エネ家

電の需要増に期待が持てる。

スーパー（店長） ・輸入品の値上がりよりも、電気料金の値上げは更に厳しく、気温の低かった昨年よりも暑く

なれば、なおさら厳しくなる。ただし、健康食品や新商品には客の目が向かいやすくなってい

るなど、購買意欲はまだまだ衰えていない。また、インバウンドに関する部分はもうしばらく

好景気が続く。

観光型旅館（経営

者）

・円安による物価の動向や、電気料金の値上げによる影響が懸念される。

都市型ホテル（支配

人）

・１ドルが120円程度、日経平均株価が２万円以上といった状態がいつまで続き、外国人観光

客の増加がいつまで続くのかは分からない。電気料金の値上げや、輸入原材料のコスト上昇で

物価が上がるなか、賃金との差はなかなか埋まらないため、個人消費の増加はしばらく望めな

い。

都市型ホテル（管理

担当）

・６月からの電気料金の値上げがどのように影響するかは、不透明な状況である。

一般小売店［時計］

（経営者）

・光熱費のほか、食品を中心に値上がりが決まっている日用品は結構多い。生活に必要な順に

お金を使うとすれば、当店は順番がなかなか回ってこない。実際に時計の修理を受ける際も、

見積だけで断られるなど、厳しさを感じる場面は多い。また、そういった客は新しい商品を購

入することはないため、２～３か月先に良くなっているとは思えない。

百貨店（売場主任） ・円安や電気料金の値上げで、製品コストが現状よりも上がるため、各種商品の値上げは必至

の状況となる。加えて、消費者の生活コストの上昇が、消費マインドを押し下げると予想され

る。

スーパー（開発担

当）

・今月から各分野での値上げが続いている。中小企業の賃金のベースアップも期待できず、ま

すます消費の冷え込みが進む。

その他小売［イン

ターネット通販］

（企画担当）

・円安などで一層の物価上昇が見込まれるなか、引き続き消費を抑える動きが続く。

住宅販売会社（従業

員）

・今後の新築マンションの販売価格は、現状の水準よりも高値で売り出されることから、少し

契約率が落ちてくると予想される。
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食料品製造業（従業

員）

・業界では各社の値上げの動きが出てきており、値上げ交渉も始まっているようであるが、当

社は今のところ値上げの予定はない。多少ではあるが、値上げに反発する業者の動きも出てき

ている。今年中に値上げの動きがあるかもしれないが、それまでは受注が増える可能性があ

る。

一般機械器具製造業

（設計担当）

・物品価格の値上がりに、収入の増加が追い付かない。

通信業（管理担当） ・電気料金の値上げが景気の回復を妨げる。
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（ＤＩの推移） 
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景気の現状判断ＤＩ

近畿 全国

（ＤＩ）
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景気の先行き判断ＤＩ

近畿 全国

（ＤＩ）

（近畿地域のＤＩ）
年 13 14 15

月 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

近畿 58.7 54.9 53.2 51.4 54.6 52.8 55.8 56.1 55.6 56.3 60.8 43.6 45.9 47.9 51.4 49.3 49.4 47.0 45.4 47.6 47.8 53.3 54.6 54.9 53.1

（全国） 55.7 53.0 52.3 51.2 52.8 51.8 53.5 55.7 54.7 53.0 57.9 41.6 45.1 47.7 51.3 47.4 47.4 44.0 41.5 45.2 45.6 50.1 52.2 53.6 53.3

近畿 58.1 53.5 52.9 52.3 55.9 57.7 58.5 57.3 49.9 42.0 36.0 51.4 54.1 54.5 51.9 51.9 51.5 50.0 48.2 48.6 51.6 55.5 55.5 56.1 53.7

（全国） 56.2 53.6 53.6 51.2 54.2 54.5 54.8 54.7 49.0 40.0 34.7 50.3 53.8 53.3 51.5 50.4 48.7 46.6 44.0 46.7 50.0 53.2 53.4 54.2 54.5
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